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5ヶ所の相談窓口を
ご利用ください

　

華
や
か
な
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、

新
生
「
菊
池
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

菊
池
北
部
４
市
町
村
の
新
た
な
歴
史

の
幕
開
け
で
す
。

　

３
月
22
日
（
火
）
に
は
、
魚
住
汎

英
参
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
地
元
選

出
県
議
会
議
員
の
方
々
な
ど
多
数
の

ご
臨
席
を
賜
り
、
厳
粛
な
中
に
も
盛

大
に
開
庁
式
を
し
ま
し
た
。
新
し
い

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
喜
び
を
分

か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
大
変
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
４
市
町
村
の
行
財
政

運
営
に
、
そ
し
て
、
市
町
村
の
振
興

発
展
の
た
め
に
、
多
く
の
貢
献
を
な

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、
重
ね

て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
我
が
国
は
国

の
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ
り
、

自
己
決
定
、
自
己
責
任
と
い
う
地
方

分
権
の
時
代
を
迎
え
、
激
動
す
る
社

会
経
済
情
勢
は
、
今
ま
さ
に
変
革
の

時
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
私
た
ち
の
市
町
村
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
三
位
一
体
の
改
革
に

よ
り
一
段
と
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ

り
ま
す
。
益
々
多
様
化
し
多
岐
に
わ

た
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
、

効
率
的
な
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
が

今
ま
さ
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
諸
般
の
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
、
菊
池
市
・
七
城
町
・
泗
水

町
・
旭
志
村
の
旧
４
市
町
村
は
、
合

併
を
選
択
。
菊
池
北
部
四
市
町
村
合

併
協
議
会
を
設
立
し
、
協
議
を
重
ね

多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
紆
余
曲

折
を
経
て
、
晴
れ
て
め
で
た
く
合
併

の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
合
併
に
よ
り
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
先
輩
、
先
代
の
方
々
が
、
心
魂

注
い
で
汗
と
涙
で
営
々
と
し
て
築
き

上
げ
て
こ
ら
れ
た
、
県
下
に
誇
れ
る

す
ば
ら
し
い
４
市
町
村
の
自
治
体
が

な
く
な
る
こ
と
は
、
一
抹
の
寂
し
さ

と
惜
別
の
名
残
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
合
併
は
各
々
の
旧
市
町
村
の
集
大

成
と
も
い
え
る
大
計
で
あ
り
、
新
た

な
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
の
幕
開
け
で
も

あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
５
２
、０
０
０
有
余
が
心

を
一
つ
に
、
力
を
合
わ
せ
、
英
知
を

結
集
し
て
努
力
す
れ
ば
、
必
ず
県
下

に
誇
れ
る
「
豊
か
な
水
と
緑
、
光
あ

ふ
れ
る
田
園
文
化
の
ま
ち
」
づ
く
り

が
実
現
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　

旧
４
市
町
村
は
、
歴
史
的
に
も
古

く
、
由
緒
あ
る
地
域
で
あ
り
、
豊
か

な
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
、
豊
穣
を

約
束
す
る
肥
沃
な
土
壌
が
あ
り
、
県

内
で
も
有
数
の
農
業
地
帯
で
す
。

　

そ
し
て
、多
く
の
産
業
も
根
付
き
、

貴
い
文
教
の
地
で
も
あ
り
、何
よ
り

も
人
材
豊
富
で
す
。そ
れ
ら
を
一
体
的

に
結
び
、結
束
し
て
新
市
づ
く
り
に

邁
進
す
れ
ば
、必
ず
住
民
の
期
待
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
ま
す
。

　

こ
の
新
市
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
諸

条
件
を
兼
ね
備
え
た
、
恵
ま
れ
た
要

素
が
充
分
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
合
併
が
い
つ
の
日
か
後
世
に

高
く
評
価
さ
れ
、
市
民
が
、
自
信
と

誇
り
を
持
っ
て
住
む
こ
と
の
で
き
る
、

明
る
い
希
望
に
満
ち
た
、
活
力
あ
る

新
生
「
菊
池
市
」
が
一
日
も
早
く
実

現
で
き
る
よ
う
に
、
心
か
ら
期
待
を

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
合
併
は
今
か
ら
が

正
に
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
、
こ
れ
か

ら
が
正
念
場
を
迎
え
ま
す
。
ど
う
か

市
民
の
皆
さ
ま
の
、
こ
の
新
菊
池
市

建
設
の
た
め
に
ご
理
解
あ
る
ご
支
援

と
ご
協
力
を
今
後
何
卒
賜
り
ま
す
よ

う
に
、
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

菊
池
市
長
職
務
執
行
者

石
井　

光
幸

歴
史
の
幕
開
け

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

市
民
全
体
で
力
を
結
集

新
生「
菊
池
市
」建
設
の

た
め
に
、皆
さ
ま
の
協
力
を

新しい門標の除幕をする旧４市町村長

　

新
「
菊
池
市
」
は
、
菊
池
北
部

旧
４
市
町
村
の
菊
池
市
・
七
城
町
・

泗
水
町
・
旭
志
村
か
ら
成
り
、
平

成
12
年
国
勢
調
査
時
の
人
口
は

５
２
、６
３
６
人
で
、
熊
本
県
内
で

は
荒
尾
市
に
次
ぐ
６
番
目
、
面
積
は

２
７
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
山

鹿
市
に
次
ぐ
４
番
目
と
な
り
、
大
き

な
市
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
県
内
の
市
町
村
数
は
68

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
22
日
（
火
）
の
菊

池
市
役
所
本
庁
舎
の
開
庁
直
後
に
は
、

井
本
智
英
さ
ん
・
尚
子
さ
ん
が
早
速
、

婚
姻
届
を
出
し
ま
し
た
。
井
本
さ
ん

は
「
記
念
日
を
忘
れ
な
い
よ
う
今
日

に
し
ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
景
色
を

残
し
な
が
ら
、
発
展
し
て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
29
日
（
火
）
と
30
日
（
水
）

の
２
日
間
、
合
併
後
初
め
て
と
な
る

臨
時
議
会
が
あ
り
、
正
・
副
議
長
の

選
挙
や
議
会
構
成
な
ど
34
項
目
を
協

議
し
ま
し
た
。

　

新
「
菊
池
市
」
の
議
会
議
員
に
は
、

旧
市
町
村
の
59
人
の
議
員
が
そ
の
ま

ま
残
り
、
任
期
は
、
合
併
特
例
法
に

よ
り
、
平
成
18
年
５
月
31
日
ま
で
で

す
。

菊池市役所本庁舎であった臨時議会

開庁直後に、婚姻届をだす井本智英さん（左）

豊
か
な
水
と
緑
、

光
あ
ふ
れ
る
田
園
文
化
の
ま
ち

　
３
月
22
日
（
火
）
午
前
８
時
か
ら
、
菊
池
市
役
所
本
庁
舎
玄

関
前
で
、
来
賓
や
市
職
員
な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
し
て
開
庁

式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
旧
４
市
町
村
長
や
議
会
議
長
に
よ
る
「
菊
池
市
」

の
門
標
除
幕
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
割
り
な
ど
が
あ
り
、

新
「
菊
池
市
」
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

菊池市長職務執行者

石 井  光 幸

船
出
は
順
調

59
人
で
初
議
会

菊
池
市
誕
生
。

菊
池
市
誕
生
。

３
月
22
日（
火
）

開庁式でのテープカット

本 庁 舎
菊池市役所（旧菊池市役所）

1 （25）1111

総合支所
菊池総合支所（旧菊池市役所）

1 （25）1111
七城総合支所（旧七城町役場）

1 （25）1000
旭志総合支所（旧旭志村役場）

1 （37）3111
泗水総合支所（旧泗水町役場）

1 （38）2111

　

合
併
に
よ
り
、
菊
池
北
部
の
旧

４
市
町
村
の
特
別
職
は
、
３
月
21
日

（
月
）
で
失
職
と
な
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

旧
菊
池
市

市　

長　

福ふ
く
む
ら村　

三み

つ

お男

助　

役　

隈く

ま

だ田　

亮り
ょ
う
へ
い平 

収
入
役　

甘あ

ま

だ田　

哲て
つ
ろ
う郎

教
育
長　

木き
の
し
た下
昭し
ょ
う
じ
ろ
う

二
郎

旧
七
城
町

町　

長　

緒お

が

た方　
　

奨す
す
む 

助　

役　

中な
か
は
ら原　
　

豁ひ
ろ
し 

教
育
長　

緒お

が

た方　

博ひ

ろ

し司 

旧
泗
水
町

町　

長　

松ま
つ
お
か岡　

一か
ず
と
し俊 

助　

役　

泉い
ず
み
だ田
辰た
つ
じ
ろ
う

二
郎 

収
入
役　

山や
ま
も
と本　

秀ひ

で

お夫 

教
育
長　

渡わ
た
り　
　

亮り
ょ
う
ぞ
う三 

旧
旭
志
村

村　

長　

石い

し

い井　

光み
つ
ゆ
き幸 

助　

役　

栃と
ち
は
ら原　

武た
け
と
し俊 

教
育
長　

森も
り　
　

映え

い

じ二 

３
月
21
日
付
け
退
任


